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早稻田商学第313号

昭和61隼2月

rメンデノレ家12人兄弟館の書」．にづいて（5）

坂本信太郎

1．はじめに

　rメンデル家12人兄弟館の書」，第一巻の紹介も，本稿において完了の運び

となった。

　今回執り上げるのはrメンデル家12人兄弟館の書」，第で巻の索引番号1過

（A血b．317，2。，M－Bd．1，3Nr。，135．，Stadtbibliothek　Nbg．）から167w

（Amh317．2。，V－B吐1，3Nrり工67w，Stadtbib1iothekNbg。）までの，最

後の66葉（うち一葉律欠落）についてであるd従来と同様，その肖像画と，こ

こに附されている，描かれた人物の経歴を紹介L，これについての若干の説明

を記す。

　尚，本梅も，前稿（3），（4）に引き続いて，昭和59年度，早稲田大学商学部鹿野

研究振興基金によるものである。

2．　「メンデル家12人兄弟館の書」

135．真鐵板展伸工

　1519年，聖燭節の4週閻前，真鐵板叩きのEberhart死す。8年間を兄弟

館の一員として遇した。．268番目の兄弟。神の御恵みを。（1519年の作画）。

　115γ（早稲田商学312号，P．ユ20）の模写である。
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　135w　真録板板金工

　1519年，聖燭節（2月2日），板金工の▽1rich　Schuch死す。兄弟館には

14目問Lか居なかった。269番目の兄弟。神の御恵みを。彼の手控えには，前

は錠前屋であったと記してあった。（1519年の作画）。

　117w（早稲田商学312号，P．123）の粗雑な模写である。

　136．毛羽立て工

　152ユ年，聖ガルスの日（10月6日），年長者のHansForchhammer死

す。織物工であり，13年間を兄弟館に過した。270番目の兄弟。神の御恵みを。

（1521牢の作画）。

　6v．，45γ，及び131γ（早稲田商学302号，P．181，Fig14；305号，P－175；

312号，皿ユ39）の作業図と同一である。

　毛羽立て工は，織り上ったぱかりの毛織物布地を調整し，製品に仕上げる工

程の一部を担当する職人であ乱

　毛羽立て工は兄弟館の制服に，カプチン頭巾をデフーブレに着け，バソドに

は財布を下げ，山高のフエルト帽子を被っている。天井の桿から下げられてい

る布地を，オニナベナ製の遣具を用いて毛羽立てている。ここには，6v、に見

られたようた低い床几がたいので，布地は直接床面に折り重たっている。

　13肘　刀鍛冶屋

　1522年，復活祭の前夜祭当日，年長者のHans　F1eyschman死す。兄弟館

に4年間を過した。271番目の兄弟。神の御恵みを。（1522年の作画）。

　角材を組んだ平天井と，ブッチエンガラスの入っている四角い大きな窓のあ

る仕事場で，刀鍛冶は3本脚の腰掛げに座し，短い柄の重そうなハンマーで刀

を打っている。壁際の机上には鍛え終えた製品が置かれている。亦壁面の桟に

はヤスリが3本さしこんである。

　鍛冶屋は館の制服に，革製の前掛けをし，縁のある帽予を被っている。ベル

トには財布が下がっている。
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　13肘　財団理事者

　1522年9月1日，HansB▽olckmer，12人兄弟館の理事者とたる。53歳であ

った。彼にはMargarete，旧姓Tuchem（1477～1513）とAnna，旧娃

Harstor伍erin（1560年死亡）の2人の夫人がいた。5年半の在任中に，1C人

の館の兄弟が死亡Lた。彼も亦ユ528年（最後の2桁の数字は，青白いイソクで

塗りつぶしてあるので確定できないが，どうやら28のようである）に死去し

た。神の御恵みを。（1522年の作画）。

　ところで，上記の公式記録文婁に引き続いて次のような文章が更に記されて

いた。しかしこの補足的な文章のすべてと，上記公式記録の中の数字の一部は，

不体裁にも後日，青白いイソクで塗りつぶし，消去されてしまったのである。

幸いこの消去の仕方が不完全であったので，次のように判読することが出来

た。「他の記録によれぱ，彼は理事考の職を解任され，代ってEndress　Imho伍

が即座に理事者に選ぱれ，就任した。」と。実は，1528年はHans　VoIckamer

の死去の年ではなく，彼が理事の職を解任された年だったのである。彼が死去

Lたのは1536年の初めだった。この当時，一般的に，関係Lている職務は，そ

の死去によって解任されるのが憤例であっれその為，書記が公式の理事在任

記録簿から誤って，解任さ枇た年を死去の年とLて記入Lてしまった。そして

このことが，後日の消去をもたらすにいたった次第なのである。

　図には人物像ではなく，紋章のみが画かれている。円形に束ねた草花に囲ま

れた理事者Hans　Vo1ck㎜αer家の紋章を申央にLて，その下部，左右両側に

Tucher家とHarsd6r伍er家の紋章が画かれている。

　137v．袋物，財布作り

　1522年12月31日，袋物，財布作りの年長着HanB　Kryeb1死す。53歳であ

っれ3年と8週間を兄弟館に遇した。272番目の兄弟。（1522年の作画）。

　職人は，低い背もたれのある、脚の高い3本脚の椅子に座し，繭足を机の横

桟にかけている。身を深くかがめて袋物を縫っている。机上には出来上った財
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ゴウフ．手
布や袋物が置いてある。仕事部屋は，格縁丸天井を支えるノレネサンス風の円柱

が林立Lている豪撃な建物である。作業机の傍の小さい3本脚の腰掛けには，

ブリキの蓋付水差が置いてある。

　13＆　甲胃磨き工　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．1拠

　1523年9月13日，年長の兄弟Herman死す。65歳であった。彼はニュル：■

づルク市近郊の町で甲賓磨きをLてい㍍8年間を兄弟館に過した。273番目

の兄弟。（1523年の作画）。

　青い兄弟館の制服の上に・カプチン頭巾をデフーブレにまとい・つぱg広い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ソ弗ウ
黒のフユルト帽を被った甲胃磨きが・大きな水力運転の研磨亭で亭ブトの面頼

を磨いている。．研磨車の大きな車輸の円周面には，研磨用の革が張りつけてあ

り，研磨材をつげた製品をこの面に当てて磨くのであ私2台の研磨車が同一

F晦．134．甲胃磨き工
（Am1〕．317．2o，Bd．I，138

Stadtbib1iothek＝Nbg．）
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回転輸こ並べて取りつげてあり，、水車によ，り調子良く運転されている。職人が

腰掛げているベソチの上には兜や胸甲が，そして床上にはすね当てが見える。

　ニュルyベルクではユ471年に既に水カ利用の研磨機が作られていたと言う，。、

亦，革をつげた円盤研磨機についての記述は，1480年のレオナルド・ダ・ヴン

ンチの手縞（Codex　atlauticus．Fo1．7r－b．）に見られる。大型水力研磨機につ

いては1580年のIOames　Stradamsの銅版画シリーズの中にも画かれている。

　7Y．101マ．（早稲田商学302号，．P．182，Fig二15；312号，、一p．102，Fig．104）

及びLandauer12人兄弟館の図（1568年）を参照。

　138v．硫き刷子作り　　　　　　　　　　　　　　　固虫135

　1523年11月8目，年長の織物工HanBSpeufeger死す。’彼は新聖霊病院

（1333年，K㎝radGroB寄贈）に9週間入院していたδ’兄弟館鷹は2年と7

ヶ月を過す。・274番目の兄弟。（1523年の作画）。

Fi9亡135一硫き刷子作り
（Amb，31τ2o，Bd。工。138マ。）
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硫き刷子作りぱ左手で類杖をつき，机に寄りかかりなカミら，右手に持った硫

き禰子用の板を跳め思案Lている。机上には針金の巻き束と思われるものを掛

げた架台と，硫き刷子用板，そして道具らしいものとガラスのコップが置かれ

ている。この文書では硫き刷子作りを織物工と呼んでいるが，それはこの職人

は毛羽立て工，勇毛工と同様，織物職人と全く類縁関係にある職人だからであ

る。

　硫き刷子は，からまっている毛を硫いて，ぱらぱらに解きほごし，繊維の方

向を揃え，紡績出来るようにする為の遣具である。同時に繊維に混じているご

みを取り除き，つやを出Lふんわりと柔かなものに仕上げる。

　硫き捌子は凡そ23x15cm程の一対の板で作られている。各々の板の片面に

は皮が張ってあり，その皮には皮の裏面から鉄或いは真鑑製の針金の歯が斜め

に通されていて，細かく植えてある。また板には取手が中央に釘でしっかりと

打ちつけてある。2枚の板の針面の聞に，毛のかたまりを少しからませ，ゆっ

くりと引っか㍍これを2・3回交互に行なうと，毛が針の間にむらなく整然

とならび，流かれるのである。

　このような金属針製流き繍毛についての記載は，13世紀のフラ：■スに見られ

羊毛を硫いてる男性

1479年頃の絵から

羊毛を硫いている女性

1338年，ラヅトレル「詩篇」から
Fig．　136．
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　Fig．137．毛布織工
（A㎜b．317．γ，B吐I，139）

るが，図に描かれたのは1338年のラットレルの詩篇の挿絵が最初であ㍍

　139．毛布職工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9’137

　1524年5月19日，年長の兄弟Kmcz　Meir死す。彼は毛布織の職人であ

る。4年と19週聞に亘り兄弟館の一員であった。犬凡50ベニヒのお金と，自分

で織った毛布を遺した。275番目の兄弟。（1524年の作画）。

　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナサ

織工ぱ右手に秤を持ち，左手を歳に添え，色とりどりの糸で毛布を織ってい

　　ソウヨサ
る。綜統は織機の真上の桿の滑車を経た紐で吊られ，更に織機の下の踏み板に

結びつげられている。両足で踏み板を操作し，綜統を上げ下げして織るのであ

る。職人が両足にはいている靴下は，爪先と踵の部分が露出するように切って

ある。毛布織工は羊毛，太い麻糸亦は種々な動物の毛を混ぜて織り，飾り縁で

縁敢りして織り上げるのである竈

　この図では織機の正確な構造ば知ることが出来ない。附図を参照されたい。
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　　　　　　　　　　　Fi9，138．足踏み式織機

　139v、毛皮衣料製造者

　工5雅年5月31日，年長の兄弟Hanss　Zymerman死す。彼は毛皮衣料作り

で，兄弟館には5年と32週を過した。276番目の兄弟。（1脳年の作画）。

　丸い三脚の腰掛けに座L，机上にひろげた広巾の毛皮衣服生地に更に二片の

毛皮を縫い合わせている。背後の壁ぎわの桿にほ，広巾だ仕上げたシベリア産

リスの毛皮衣料用材が掛げてある。

　140、毛羽立そ工

　1525年1月22自，年長の兄弟Lukass死す。彼は糸を膏く築める植物タイ

セイ生産を指導監督する役人であると同時に，毛羽立て工の助手ぞもあっ一た。

7年’と25週を兄弟館で過Lた。277番目の兄弟。（1525年の作画）。
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136（本稿P．216）の模写である。天井から吊り下げてある棒が交差してい

乱更に織り上がった長い布が二枚，乾燥の為めに吊り下げてあ乱

　140v．釘製造人

　1525年8月30日，年長の兄弟Kuntz　Peck死す。彼は釘製造人であった。

1年と12週間を兄弟館に遇した。278番目の兄弟。（1525年の作画）。

　釘鍛冶屋が金敷の前に座して，釘型用鉄板（釘用ダイス）で釘頭を鍛えてい

る。金敷を据えた木台の傍にベソチがある。ベンチの上の平皿及び床上には出

来上った釘が散乱Lている6鍛冶やのすぐ後の別のベソチには，もう一つのダ

イスが見える。石積で高く築かれている嬢には，角材で組み上げた枠の中に2

台のフイゴが設傭されている。フイゴの先端は慮壁を通して嬢心にまで達Lて

いる。てこの操作で，2台のフイゴが交互に動かされ，連続した給気が出来

るようになっているので，炭を激しく燃え立たせ，高温度を得ることが出来

る。

　141．袋物・財布作り　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．139

　1526年5月26日，年長の兄弟HansB　Rossner死す。袋物・財布作りであ

った。1年と36週間を兄弟館の一員として過Lた。279番目の兄弟。（1526年の

作画）。

　白いふさふさした脅の財布作りは作業机に向って座し，’長い糸で財布の首の

都分を縫っている。机上にはナイフ；一ぱね鋏，糸玉，材料め革それに金口のつ

いた完成品の財布が置いてある。職人の足許仁は革の切り層が敵らぱってい

る。室の壁には山高，つぱ広の粗毛製の帽子とケースが一箇掛けてある。亦樺

には出来上った2種類の財布が吊Lてある。一つはガマロのある財布で他はガ

マロがなく口を紐で締め’る形式の財布である。

　丸天井のある室の戸口からは遠くの山々が見える。

　141v．荷担人夫

　工526年6月28日，年長の兄弟HanB　KopP死す。荷担人夫であった。11年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　667
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Fig．139．袋物・財布作り

（Amb．317．2。，Bd．I，141）

と6ヶ月を兄弟館に遇した。280番目の兄弟。（1526年の作画）。

　財布が下がっているバニ／ドを締め，白い粗毛，ツバ広の帽子を被った荷担人

が，右肩にどっしりと重そうな袋を担いで運んでいる。簡単な手すりの曲り階

段を地下倉庫に下りてゆくところである。地下倉庫の格子枠窓がちらっと階段

の下に見える。彼も立派な白いアゴ髪をつけている。カプチン頭巾をデフーブ

レに着用し，半長の靴をはいている。

　1岨料理人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．140

　1525年12月I2日・年長の兄弟Hei蛆ich　Schlichtting死す。料理人であっ

た。5年と8ヶ月を兄弟館の一員として遇した。281番目の兄弟。（1525年の作

画）。

　料理人は兄弟館の制服にカプチソ頭巾をデフーブレに着げ，頭巾からの長い

垂れをバ：■ドにはさみこんでいる。幅の広い前掛けを締め，足の甲の都分を広
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　F王9，140．料理人
（Amb．317，γ，Bd．I，142）

く開げたストラヅプのついた，軽ろやかな短靴を履いている。木製の握りの長

い金属製の柄杓を持ち，かまどの前に立っている。かまどは石で築いた平燈で

ある。その上面に火が赤々と娼を上げて燃えさかっている。傍には2個の土製

壷と・1個の青銅製鉢が置かれている。鉢は鍾型で，短かい3脚があり，縁に

取手の環がついている。かまどの後の壁面には柄の長い，大小様々なフライバ

ンが4個も並べて掛けてある。かまどの下部のアーチ状に大きくえぐられてい

る空間は薪等を蓄えて置くのに使用される。土間は丸石を敷きつめて，固めて

ある。

　142v．財団理事者

　1528年4月27日の月曜日，En杜es　Imhoff，代々受げ継いでいた市参事会員

から選ぱれて，12人兄弟館の理事者の地位を得た。37歳であった。彼には2人

の妻があった。1人はSchlauderspacherinであり，もう1人はReichinで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　669
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あつた。

　理事者En缶es　Imho舐（在任期間1528～1533．1579年死亡）は革製のシヤ

ウベ（16世紀前半，ドイツで好んで用いられた男性用のゆったりした長上衣で

ある）を着ている。シヤウベの前立て及び大きく折り返されて肩をひろく覆っ

ている衿にはシベリヤ産の立派なてんの毛皮が着いている。毛皮はデザインの

為めの刈り込みを入れずに，小さい毛皮を縫い合わせて作ってあるので無地に

はなっていたい。亦シャツの衿は，ぎざぎざなカット飾りのある立衿で，きち

っと頸を締めている。彼は若い小樹の傍に魔づいて手を合わせている。その彼

と向い合って，右側にUrsu1a，旧姓Schlauderspacher1nとMagdalena，旧

姓Reichの2人の夫人が脆づいている。彼女達は大きく翼のように開いてい

る白絹のバルベット（12～14世紀中頃まで婦人に用いられた顎覆いのある髪覆

いである）を被っている。そしてひだが細かく折られている長いケープを，胸

を夫きくはだけてはおっている。ケープの下に着ている服は，肩から胸許まで

ローカットにはだけたネックラインで，タイトなデザイソである。袖は手首ま

である。当時の流行にならって，胸高にベルトを締め，腹部を突き出させてい

る。長い赤色の数珠を手にしている。各々の足許にはImho丘家の紋章，

Schlaudersbach家，Reich家の紋章が描かれている。

　彼等の頭上蓬かに，聖界と俗界の支配者の象徴である三重宝冠と十字架のつ

いた地球儀を手にLた天帝の姿が浮かんでいる。天帝は雲上から理事考夫妻に

硯福を与えている。

　理事考の背後には，教会の建物と高地の遠景が青味を帯びて展がってい乱

　143．錠前作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig・141

　1528年9月12日，錠前師のUlrich　Hach死す。12年間兄弟館の一員であっ

た。282番目の兄弟。神の御恵みを。（1528年の作画）。

　錠前師は堅固な縁どりの長櫃に座し，作業台に向いている。作業台には鉄製

のねじ式万カが固定されている。彼は万力に締めつけられ固定されている鍵に・
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　F㎏．1姐．錠前作り
（Amb．317．2o，Bd．I，143）

力を入れてヤスリを掛げている。作業台の上に豪華な錠前金具や扉の飾り金

具，蝶番，仕上った鍵，南京錠の輸金，小形のヤスリなどが置かれている。亦

万力の前に，万力の顎を開閉する為にねじを廻す四角孔のレンチ（回転具）が

見られる。

　石積みの鍛冶炉には炭が白熱している。その右手の壁に開かれている丸弓形

の窓からは遠くの山々が青く霞んでいる。

　ねじ式万力の図は既に1505年の或る手写本＊の中に描かれているが，それはね

じ式万力だけの図で，木製（作業物をくわえる顎の部分のみ小鉄片が使用され

ている）のものであった。鉄製のねじ式万力を描き，Lかも職人が実際停使用

し，作業Lてる状態を描いた図としてはこの絵図が最初のものである。この点

でこの図は犬変に貴重なものである。

　ねじ式万力の出現により工作物をLっかりと固定する事が出来るようにな一り，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　671
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　鉄製／長さ17cm／1611　　　　　鉄製／長さ17cm／17世紀

（Germanischen　Nationa1　　　　（Gewerben　m1ユseum　in

museums　Niiml〕er答）　　　　　N㍍nl〕erg．）

　　　　　　　Fig．142、ねじ式万力

両手で工作を行う事も可能になった。従って精密・正確，より綴密な仕事が出

来，あらゆる細工人達に大きな前進をもたらしたと言える。

　錠前作りは世紀末頃，鍛冶職の中から分離独立し，専門職となった。南ドィ

ツではアウグスブルク，レーゲンスブルク，ニュルソベルクが特に多く，そL

て栄えた。彼等は錠や鍵の他に鉤，留金，戸口・長持・戸棚の蝶番，飾り金具，

把手等も作った。亦自動人形等のような機械仕掛げの装置にも巧みであった。

錠前師達が一番気を俊ったのは，複製品の出現であった。1329年，Bamberg

市が，すべての鍛冶師に対して「こね粉，蟻，陶土たどから鍵を模造すること

の禁止。違反者は5ポソド銀貨の罰金或いは職場からの追放」という法律を公

布Lていることから知られるように，親方達の中には故意に合鍵を作る者がい

たのである。亦盗人達が忍び込むのに好都合な方法をこっそり教えたりする者

もいた。
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　錠前師達は，このような事から信用を損うことのないよう，互いに自戒する

と同時に，真似の出来ない鍵の出現を目指し技術的研鐘に努めた。（ニュルン

ベルクのHans　Ehemam親方は，1540年，文字や数字の組合せ錠を発明し

ている）。

　＊F　M　Fe－dhaus，Eme　N岨皿berger　Bl1derhandschrlft　Mltt　d　Ver　f．Gesch．d

　Stadt　NOrnberg．Bd，31，ユ933，S．225（Sch＝aubstock）．Bild　dazu　in：Technik

　der　Neuzeit．Hrgs．von　R　Klemm．Bd．I．Potsdam1941．S．10，Fig．9，

　143v．ブドー酒店主

　1528年7月28日，ブドー酒店主のCOncz死す。2年間を兄弟館に遇す。

283番目の兄弟。神の御恵みを。（1528年の作画）。

　酒屋の主人は戸外に横たえてある2本の酒榑を前にして座してい私片方の

樽の底板には真録製のコックが挿し込んである。そLて転がらないように木材

を台にして据えてある。コックの真下には，あふれた酒を受げる浅いタライ橘

が置いてある。今，彼は中腹がふくらんでいるフラスコに酒を注ぎ込んでい

る。この場所は小高い丘になっていて，彼の後には葉の茂った夫木があり，そ

の周囲は垣で囲まれた青々とLた牧草地である。丘のはるか下の方に大きな農

家が見える。

　1独．針金製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9．143

　1529年4月12日，針金引きのEberhart（姓の部分は消失して不明）死す。

1年閻を兄弟館に遇す。284番目の兄弟。神の御恵みを。（1529年の作画）。

　作業台の両端に各々の心棒を圃定した2本の円筒が据えられている。円筒の

上面にはクラソク・ハソドルが傭え付げてある。2本の円筒の中問に針金用ダ

イスが垂直にしっかりと置かれている。針金はクランク・ハソドルを手廻して，

一方の円筒から，ダイスを経て所要の太さに引かれ，他の円筒に巻きとられる

のである。

　仕事場の棚には，2本の円筒と製品格納用のブリキの箱がある。そLて棚の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　673
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　Fi9，143一針金製造人
（Amb．317．2。，Bd．I，144）

下には束ねた針金の輸が吊るしてある。

　1独v。釘製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆1似

　1529年9月13日，釘作りのJorg　Ko1b死す。19年に亘り兄弟館の一員であ

った。285番目の兄弟。神の御恵みを。（1529年の作画）。

　釘作りは真白な船乗り風の顎ひげをつげ，兄弟館の制服にカプチ：■頭巾をデ

フーブレにして前掛をしている。3本脚の腰掛げに座し，大きな金敷の上で，

長くて太い釘を鍛えている。釘を作るには，先ず細長い鉄棒から一端を尖らせ

た無頭の釘を鍛造する。このとき他端は太いままに残しておき，後で所要の形

の釘頭に仕上げるのである。釘頭を仕上げる際には，釘型ダイス或いは図の金

敷の傍に見られるような，釘型用の穴のあいている特殊な金敷を用いるのであ

る。タイル張りの床上にある船形盆には出来上った小さい釘が一杯ある。その

傍にはヤットコと，やや長い釘がころがっている。仕事部屋の隅には二方に口

6ヲ4
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　Fi9，144。釘製造人
（Amb．317．2o，Bd．I，144w）

が開いている鍛冶炉がある。下段は炭入れになっている。煙は角錐状の炉の屋

根を通して室外に導かれるようになっている。細長い鉄棒が真赤に燃え盛る炭

火の中に挿し込んである。

　19，101，140v（早稲田商学302号，P．192，Fig．27；312号，P．101；本稿，

p．223）参照

　釘製造の歴史に関Lては下記文献参照

　F．M．Fe1dhaus，Die　Technik　der　Vorzeit，der　geschichtlichen　Zeit

und　der　Nat㎜1vδ1ker．Leipzig1914，Sp．735／736（Nage1）

　O．Johamsen，Geschichte　des　Eisens，3．Au負．D直sse1dorf1953，S．17ト

172，

　1妬．らしゃ小売商人　　　　　　　　　　　　　　　　　醐g．145

　1529年10月の3目或いは8日（数字の都分が薄くなっており，どちらである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　675
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Fi9，145一らしゃ小売人
（Amb．317．2鉋，Bd．I，145）

か不明確），らしゃ小売人Conz　Esterreicher死す。2年間兄弟館の一員であ

った。286番目の兄弟。神の御恵みを。（1529年の作画）。

　太い格子枠に，美Lい木目の板を正面に張った売台のうLろに小売人が立っ

ている。店内には十字形に仕切った堅牢な棚が壁面一杯に作りつけてある。そ

して色とりどりの，たくさんの反物がきちんと積み重ねてある。棚には青いカ

ーテソが天井から覆っている。

　彼は今，カーテ：■をはね除げて，取り出したラシャ地を売台上に拡げて，織

物の出来栄えを自慢Lながら顧客に熱心に奨めているところである。客の服装

は白い開襟のついた袖無しの長衣に，当時流行の最先端の履物の，かもの1］ぱ

し形の靴を履いている。売台にはハサミとナイフが置いてある。

　145v．真録板展伸工

1530年4月6日，真録板叩きのSeboltScharb死す。8年間を兄弟館に過
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す。287番目の兄弟。神の御恵みを。（1530年の作画）。

　ルネサソス風の欄干のある石敷の歩廊で，平らな木台に載せた四角な金敷で，

真鑑の帯板を真直に，平らに叩ぎ伸ぱしている。足許には叩き延ぱLた板が3

枚ほど散らぱっている。欄干際には東ねた材料が重ねて置いてある。

　146．靴屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．146

　1531年3月19目，靴屋のHeman（姓は欠除）死す。8年間を兄弟館に過

す。神の御恵みを。288番目の兄弟。（1531年の作画）。

　三本脚の腰掛げに座し，膝の間にはさんだ靴を繕っている。傍の机上には半

月形裁断包丁と，裁断された皮及び靴木型が入っている一足の靴が置いてあ

る。手包丁とも呼ぱれている半月形裁断包丁はギリシヤ，ローマ時代まで遡る

ことが出来る遣具である。床上の木台には2本の突き錐と屈曲した目打ち，そ

して床には裁ち層の皮と，かもの口ぱし形の様な一足の靴，縫い上った靴の片

　　Fig・146。靴屋
（Am瓜317，2回，Bd．I，146）

6η
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方が見られる。壁の3段になっている横桟には，種々な大きさの10組の木型が

架げてある。丸弓形の大きな窓の上辺の棚には木型を入れたままの完成晶が何

足かあり，これ亦木型が入っている魚屋用の長靴が吊り下げてある。

　146v．背負籠担ぎ屋　　　　　　　　　　　　　　　　　固9．147

　1531牢12月3目，担ぎ屋のU1rich　FOge1死す。7年聞兄弟館の一員として

過す。289番目の兄弟。神の御恵みを。（1531年の作画）。

　節くれだった杖を左手に，荷物を入れた細長い籠を背負った担ぎ屋が重そう

に身をかがめて歩んでいる。暑いのであろう，細い縁の，粗末た山高フユルト

帽を脱ぎ，右手に持っている。背負籠は彼の背丈の2／3ほどあり，四段に仕切ら

れているようだ。上都の蓋には南京錠が掛けてある。亦下部には脚がついてい

て，直接地面につかたいようにたっている。彼は今，砂利敷の路上，葉が散っ

てしまりた黒ずんだ木の傍を通り過ぎるところである。眼前蓬かかなたの丘陵

醐9，147．背負籠担ぎ屋
（Amb．317，2。，Bd．I，146v。）
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に大きた城のある街が見える。

　147．屠殺人

　1532隼1月13日，屠殺人Tho皿anStap倣死す。1年と3ヶ月を兄弟館の

一員として過しれ290番目の兄軌神の御恵みを。（1532年の作画）。

　屡殺人の肉屋が牛の前頭部をめがげて斧を振り上げている。牛の右前の石畳

みの床には，取手が2箇ある血受け用の小桶が置いてあ私壁には既に処理し

た屠蓄が下げてある。

　147v．板鎧鍛冶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eg．148

　1533年3月10目，板鎧鍛冶のConcz　Falck死す。4年間に亘って兄弟舘の

一員であった。291番目の兄弟。神の御恵みを。（1533年の作画）。

　鎧師が鎧の胸甲をハソマーで打ち出している。金敷が据えてある夫きな木台

に，形の異るハソマーが2本置いてある。打ち出しは一枚の薄鉄板を，熱しな

　Fi9－148一板鎧鍛冶
（Amb．317．2o，Bd．I，147v一）
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いで，ハソマーと金敷だけで展廷・成形するのである。打ち出す形に応じて，

その都度，適切なハソマー及び金敷の形を選び，使い分けるのである。

　仕事都屋の壁には完成したマクシミリアソ型の胃と胸甲及び股の都分が掛げ

てある。マクシミリアソ型の鎧は，甲胃技術に精通していたマクシミリアソ皇

帝が自から改良し，卒先導入した鎧で，15世紀末までの標準的軍装であったゴ

チヅク型に代って，16世紀初頭から出現してきたのであ飢どちらの型式も全

身を完全密閉する型式であるが，ゴチック型は全体として角ぱっていた。靴も

先端の尖ったクチバシ状であるに対し，マクシミリアン型は胸甲も胃も丸味を

帯び，体にぴったりさせた型で軽かった。亦強度をより一層高める為めに，全

体に縦溝を平行につげる等の工夫がなされていれ靴も先の丸るまった“鴨の

口ぱし形”や“熊の爪型’’のものが使用された。Fig．149．

二へ’

．、

．！

Gothic　Style／15世紀　　“Maximilian”Sty1e／16世紀

（A　Book　of　Armour　Pu箭n　Pic前re　Book　No．95）

　　　　　　　　Fig．　149．
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　しかし，こうした改良努カにも抱らず，火器の出現と進歩は，密閉式武具の

役割を終東せしめた。そして16世紀後半には単にトーナメント或いは礼装用具

の地位に堕してしまい，遂には1華1麗な芸術品として余命を保つに過ぎなくなっ

てLまつた。

　ドイツにおいて甲胃産業が著名であったのはイソスブルック，ニュルンベル

ク，アウグスブルクである。

　148．大工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig．150

　1533年5月8日，大工のAlbτecht　Keste1死す。4年間を兄弟館に過L

た。292番目の兄弟。神の御恵みを。（1533年の作画）。

　犬工は，2台の馬（台）に横たえてある太い材木を，手斧で角材に整えてい

る。樹皮のままの側面を整えるのに，先づ適当な聞隔に横に細いそぎ目を刻ん

でおき，次いで手斧で，その間をそぎ落すのである。大工の腰に下げているも

　　固g．150．大工
（Amb，317．2。，Bd．I，148）
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のは砥石のようである。或いは，砥石というよりも金剛砂の付いている木製の

研ぎ棒かも知れない。大きな材木を力を入れてはつるので手斧の刃は傷みやす

い。蒔々この刃を荒研ぎするのであろう。ヨースト・アマンの職人づくLの図

の斧を振っている大工の腰にも全く同じものが吊るしてある。

　148v．荷造り人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi＆151

　1533年5月14日，荷造り人Bernhart　Eberlein死す。2年間を兄弟館に遇

す。293番目の兄弟。神の御恵みを。（1533年の作画）。

　　　　　　　　　　　　＝頂
　荷邊り人は大きな商品の梱を，一本の短かい木製の棒を巧みに使って，太い

縄でしっかりと縛り上げている。この棒はスパルトと呼ぱれている。左肩から

右脇に，予備の縄をかけている。仕事をしているタイル張りの部屋の石壁には

鉄格子の入った丸弓形の窓が開いている。

　11肘一（早稲田商学312号，P1114）参照

　Fi9，151．荷造り人
（Amb．317．γ，Bd．I，148v．）
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　荷造り人に関しては下記文献参照

　Joh．Ferd．Roth，Geschichte　des　N廿mbergischen　Hande1s．TL全

Leipz量g1802，S．352＿353，

　149．欠落である。

　149∀．財団理事者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．152

　1533年7月21日の土曜日，Sygmmdt　He1t，代々受げ継いでいた市参事会

員から選ぱれて12人兄弟館の理事者となった。彼には2人の妻があり，1人は

Vmbhawynで他はPyntlachの娘のCuntzen　Fuxsである。彼の在任中兄

弟達が何人死亡Lたかは記しそこねた。（1533年の作画）。

　図の中央に理事老Sigmmd　He1d－Hage1sheimとも呼ぱれていた一（在

任期間1533～1540年，1558年死亡）が立ち，その左右に二人の妻，Katharina，

旧姓UnbehauenとM1agdalena，旧姓Fuchsが並んでいる。

　Fi9，152．財団理事著
（Amh317．2o，Bd．I，149v一）
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　理事考Sigmmdは当時流行の嚢のある襟つき肌着の上に，毛皮の広襟の

ついたシヤウベを着ている。シヤウベの袖口の周りと長く垂れさがっているた

もとの裾には黒ビロードの飾りが施されている。そLて縁をはね上げたピレヅ

タ帽を被り，“鴨の口ぼし型”の靴を履いている。

　二人の婦人はそれぞれ異った様式のバルベットを被り，共に細かいひだの長

いケープを肩から胸までローカヅトに羽織っている。Katharina夫人のケー

プは刈り込んでない縞模様の毛皮の裏地で，Magda1ena夫人のは刈り込んで

ある無地の毛皮の葵地である。

　理事老の足許には一族の勇者を示す紋章が，そして花のある樹の紋章が

Katharinaの，狐の紋章がMagdarenaの足許に描かれている。

　150・小売商人

　1533年8月6日，小売商人のJOrg　Weinpremer死す。6年間を兄弟館に

過した。294番目の兄弟。（1533年の作画）。

　店の丸弓形窓の落し戸を外側に倒した陳列台に，香辛料の入った小さい麻袋，

円錐形に固めた白砂糖の塊り，反物の小梱そしてイソチ目盛の物指棒が置かれ

ている。カプチソ頭巾をデフーブレにし，山高・広つぱの黒い帽子を被った小

売商人が，今，何かを皿秤で秤っている。店内の棚にも同じ様な商品がきちん

と並ぺてある。

　150v．針製造人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9．153

　1533年9月29日，針作りのHerman　Schmid死す。27週問兄弟館に起屠し

た。295番目の兄弟。（1533年の作画）。

　針作りは3本脚の腰掛げに座し，左手で針製造用治具（Jig）を支え，体で作

業台の縁にしっかりと押Lつげて固定させている。この治具の浅い溝に適当な

長さに切った針金を置き，この溝に沿ってヤスリを掛げる。そLて針金の一端

がどれも皆同じように削られ，尖った針が形成される。次いで他端を平らにし，

穿孔する。更に小さい尖ったヤスリでこの孔を楕円形に削って針孔を作る。そ
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　Fi9，153．針製造人
（Amb．317．2。，Bd．I，150v。）

れから焼入し，硬くしてから更に磨いて出来上るのである。

　作業台には，切り揃えた針金が入れてある2箇の小皿と，数を数えて包むぱ

かりにたっている針が置いてある。亦台の縁には削って尖らした針を挿してお

く針坊主が見られる。

　1370年にはニュルンベルクの針作り業はもう始まっていた。そして16世紀に

は殆んどすべての国々に輸出するほど栄えた。針は鉄或いは真録の針金から作

られるが，鉄製のものは縫針に，真織製のものは専ら留針用である。針製造業

が針金製造業と密接な関係を持つことは言うまでもない。針金製造に水力利用

が始まると針の製造は一層盛に恋った。

　針作りは靴屋，毛皮衣料屋，仕立屋，製本，財布・袋物作りの使用する細か

い針の外にししゅう針，編物針，荷造用の犬針も作った。

　針製造業に関Lては下記文猷参照
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　F．M．Feldhaus，Die　Technik　der　Vorzeit，der　geschicht1ichen　zeit

und　der　Naturvδ1ker．Leipzig1914，Sp．731～734（Nadel）．

　R　Hundsdorfer，D1e　Entw1ck1ung　der　deutschen　N独nade11ndustr1e

vo皿Handwerk　zum　GroBbetr1eb　Arch｛．d．Gesch　d　Naturw1ss．u　d．

Technik，Bd．2．1910，S．364～379，

　151、針金製造人

　1533年10月2日，針金作りのPemhπt　Eberlein死す。4年問兄弟館の一

員であった。296番目の兄弟。（1533年の作画）。

　40v．（早稲田商学305号，P．170，Fig．46）と同様の作業図であるが唯左右

が入れ換っている。ブランコは石壁に据えつげられているコの字形の鉄製の枠

から吊り下げられている。

　151v．真録細工師

　1533年10月8日，真録細工師であり，亦地方裁判所の弁護人でもあった

VIrich　VOge1死す。7年問兄弟館に起居した。297番目の兄弟。（1533年の作

画）。

　真録細工師はゴチック様式の机を前に，幅の広い前掛けを腰からぐるっと巻

きつけて，箱を椅子にして座している。左手に持った燭台の顧燭の心立てを，

机上に置いたヤスリに摩り付けて尖がらせている。鋳造された真録器具をヤス

リでピカピカに磨き上げるのは大変な労力と時問を要する作業である。

　作業台の上には種々な型式の燭台が並んでいる。亦壁ぎわの飾り棚には燭台

と蓋付水差があり，水差の傍に多腕の豪牽なシャソデリアが吊り下げられてい

る。

　79v．（早稲田商学309号，P，270，Fi＆83）参照

　152、荷造り人

　15盟年4月18日，荷造り人Linhart　Schuster死す。4年間を兄弟館に過

す。298番目の兄弟。（1534年の作画）。
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　148v．（本稿，P．238，Fig．15！）の模写である。

　152v．ヤスリ目立工　　　　　　　　　　　　　　　　　皿g．154

　1534年8月1日，ヤスリ目立工のPeter　Pawemschmid死す。2年間を兄

弟館に過す。299番目の兄弟。（1534年の作画）。

　山高，つぱ広の黒いフユルト帽を被り，袖口の広い兄弟館の制服に前掛をし

たヤスリ目立工が，三脚腰掛げに座して仕事をしている。ヤスリ地金の両端に

長い輸にした紐をかげ，そのはしを両足で踏み，ヤスリ面を金敷にしっかりと

固定している。そしてタガネとハソマーでヤスリ目を刻んでいる。41．（早稲

田商学305号，P．171，Fig－47）の時はヤスリ地金を片手で押えて，タガネハ

ソマーで叩いていたが，今度は自由になった両手でタガネをしっかりと正確に

あてがい，力を入れてハソマーを叩げるので，より深い目を整然と刻みこむこ

とが出来るようになった。一段と進んだ方式である。15世紀，ニュルソベルク

Fi9．1弧　ヤスリ目立工
（Amb．317．2。，Bd．I，152v。）
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ではヤスリ目立の技術が非常に栄えた。ヤスリ目立を自動的に行う機械の考案

が1505年レオナルドによってなされている（アトランティコ手稿fo1．6L附

図参照）。固＆155．

　仕事部屋の壁に沿ったベソチには，出来上ったヤスリ，仕上途中のヤスリ及

びヤスリ地金が雑然と置かれている。側面の丸弓形の窓は5区劃に仕切られて

いて，ブヅチェンガラスが入っている。

　153．給仕長，以前は染色工であった。

　1534年9月7日，昔ニュルンベルク市郊外で染色工をしていたKuntzs

Tham1er死す。彼は5年間兄弟館の給仕長を勤めた後，兄弟館の一員となり

Fi9・155・レオナルド・ダヴィソチのヤスリ自動製造機
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4年聞を遇した。300番目の兄弟。（1534年の作画）。

　彼は兄弟館の制服ではなく，当時流行の幅広袖の，毛皮の裏地付シヤウベを

着ている。縁の広いフェルト帽を被っている。右の脇に2本の尖りバンを抱え，

左手には夫きな蓋付水差を下げている。

　草花と樹木のある庭の蓬か遠方に，連った青い山々が見え私

　153v．文房具作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9．156

　1535年10月17日，文具作りのV1rich　Huber死す。6年間兄弟館に起屠し

た。301番目の兄弟。（1535年の作画）。

　文具作りは小刀をバソドに下げ，もじゃもじゃのつぱ広の帽子を眼深に被っ

ている。作業机にはペソケースの小円筒が多数積み重ねてある。大きな箱が2

個とイソク壷が3個，そLて出来上った組文房具が3組見える。組文房具は筆

記用ベソを入れる小円筒ケースとイソク瓶を紐で結び合せたものである。床上

　Fi9，156。文房具作り
（Amb，317、γ，B吐I，153v一）
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にも同様のものが散在している。腰掛けの傍の取手のない陶製の壷は糊入れで

あろう。ヘラが添えられている。

　筆記用ペンケースは厚紙製である。インク瓶は木や角で作る。ベソは驚鳥か

白鳥の羽根の軸で作られる。西洋で驚ベンが使用されたのは中世初期かそれよ

り可成り早い時期であった。しかしイタリアを除いて，尚Lばらくの間，古代

からの葦ぺ：■も用いられていた。その後鷲ペソが完全にこれに代ったのであ

る。亦古代のインクは炭で作ったものであったが，中世に入ってから没食子に

よるブルー・ブラックイソクが普通に。なった。

　62．（早稲田商学309号，P．246，Fig．65）参照

　文房具の歴史に関Lては下記文献参照

　D・Diringer，The　hand・Produced　book．New　York1953，S．544－563

（Inks，pens　and　other　writing　too1s）．

　G．E，Waldau，Vermischte　Beytr亘ge　zur　Geschichte　der　Stadt　Mm－

berg，Bd，4，Numberg1789，S．322，

　154．靴屋

　1535年11月2目，靴屋のU王rich酌mpach死す。9年間兄弟館の一員であ

った。302番目の兄弟。（1535年の作画）。

　低い仕事台の前で三脚腰掛けに座し，靴屋は曲り目打で靴の片側を細工して

いる。台の上には糸玉，突き錐それと縫糸の通りを良くする為に引く蟻の塊り

がある。床には裁断用半月包丁や皮の切り層，木型が散らかっている。亦壁の

横桟にば靴木型がさしかげてあり，陳列台には商品の靴が数足置かれている。

　154Y．木炭計量士

　1535年12月2日，木炭計量士のHanns　Hofman死す。2年間を兄弟館に

遇す。303番目の兄弟。（1535年の作画）。

　118り121γ（早稲田商学312号，P，123；P．128，Fig．122）の模写である。

　155．板鎧鍛冶
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　1535年12月25目，板鎧鍛冶のVlrich　Lochner死す。2年聞兄弟館に過す。

304番目の兄弟。（1535年の作画）。

　笠に似た縁なしのフェルト帽を被った板鎧作りがヤットコで押えた胃を鍛え

ている。通風孔のある，火の気のない鍛冶炉の壁面には，ヤットコが2挺とマ

クシミリアソ型の鎧が4組下げてある。

　155v．ランタン作り　　　　　　　　　　　　　　　　　固g．157

　1536年1月14目，ランタン作りのHanns　Dirr死す。2ヶ月間を兄弟館に

過した。305番目の兄弟。（1536年の作画）。

　山高，つぱ広の帽子を被ったランタン作りが切株の台に腰を下ろL半囲鐘で，

ラソタンの底部を胴にハソダ付している。ランタ1■は金属薄板（鉄板或いは真

録板）製である。胴部にはタガネで切り抜かれ窓が開かれていて，窓ガラス代

りの角薄板（15γ早稲田商学302号，皿188，Fig．22を見よ）の扉がついてい

Fig．157。ラソタソ作り
（Al＝n1〕、317．2o，Bd．I，155v。）
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る。ここを開閉して蟻燭の挿入が行われる。この窓扉の真うしろには摺手がつ

いている。亦門錐形の星根蓋には放熱孔があけてあり，吊り下げ用の環もつい

ている。仕事台にはハンマーと半田が入っているブリキ皿があり，傍の木台に

はタガネと穴あけ用具，そしてもう一つの木台には大きな鉄薄板用鋏が据えつ

げてある。職人の足許には，白熱している炭を入れた火鉢があり，半田饅が挿

し込んであ乱半田のような軟鐵は紀元前2000年既にエジブトでよく使用され

ていた。そして古代ギリシヤ・ローマ時代には鐘付技術は高度に発展してい

た。

　仕事部屋に犬きく開いている横長の窓から遠く岩山に築かれている堅固な城

が見える。亦眼下の丘陵には整然と耕されている畠地が拡がついている。窓の

上部には商品のランタソがずらりと並べて吊り下げてある。

　半田付・鎖付技術に関しては下記文献参照

　F．M．Feldhaus，Die　Technik　der　Vorzeit，der　geschichitlichen　Zeit

und　der　Naturvδlker，Leipzig1914，Sp－636地4（Lδten）

　F　Fuhse，Sch㎜1ede　und　verwandte　Gewerke1n　der　Stadt　Bramsch－

weig，Leipzig1930，S．85～90，

　156　毛布織工

　1536年5月31日，毛布織工のHanns　Nδck1死す。8ヶ月閻を兄弟館に遇

す。306番目の兄弟。（1536年の作箇）。

　職人はフェルトの縁なし帽を被り，長靴を履いた足で踏木を踏んでいる。青，

緑，茶の縞柄の毛布が織られている。

　15肘　毛羽立て工桑武器庫夜警人

　1537年2月19日，Wi1helm　Aich1er死す。彼は染色工であり亦武器庫の夜

警人でもあった。亦ニュルソベルク市の建築資材置物の管理人でもあった。2

年間を兄弟館に遇す。307番目の兄弟。（1537年の作画）。

　オニナベナ製の毛羽立て具で反物を起毛している。天井に傭てある3本の枠
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から反物が垂れ下げてある。これは洗篠，染色された織物を起毛に先立って乾

燥させているのである。

　157．桶屋

　1537年3月6日，桶屋のC1as　Speyman死す。　8年問兄弟館に遇す。308

番目の兄弟。（1537年の作画）。

　職人は背丈程もある大きな桶のたがをタガネと独特な形の木槌で，しっかり

と打ち込んでいる。桶の中腹には木栓をはめる孔があいている。

　15肘　石工

　1537年9月7日，石工のHamsHe1chner死す。2年と6ヶ月聞兄弟館に

起居した。309番目の兄弟。（1537年の作画）。

　茂った大木の傍で，山高の狭いつぱのフヱルト帽を被った石工が，つるはL

を両手で握り，既に側面に溝を刻み込んだ石材を長方形に仕上げている。周囲

にはたくさんの石材が散らかっている。仕上面の平滑を検査する直線定木が見

られる。

　158．屠殺人

　1537年11月4日，屠殺人のHannsPlanck死す。2年6ヶ月を兄弟館に過

した。310番目の兄弟。（1537年の作画）。

　屠殺人（俗に牛殺しと言われている）が兄弟館の制服に前掛を締め，粗末な

フェルト帽を被っているが，靴は当時流行の“鴨の口ぱL”形（熊の爪形）の

靴である。

　取手が2箇所ある血受け用の浅底の桶を前に置き，雄牛の傍に立って屠殺用

犬斧を高く振り上げている。彼の後方の隅には羊が一匹うしろを見せている。

屠殺場の床には丸石がびっLりと敷つめてある。

　158机　佐官屋

　1538年7月4日，佐官屋のHams　Kδt1死す。5週間を兄弟館に過す。311

番目の兄弟。（1538年の作画）。
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　木骨構造家屋の壁にシックイの上塗りをしている。右手にコテ，左手にシッ

クイを載せた柄のある円板状受板を持っている。地面には水橘と，くさびで固

定したシックイこねの木箱，そしてこね鍬が見える。

　159。製縄者

　1538年7月13日，縄作りのSte舐an　PeBOlt死す。2年間兄弟館の一員であ

った。312番層の兄弟。（1538年の作画）。

　腰に麻の繊維を巻きつけた縄作りが，製縄道具（中心に鉤のついた回転十字

形板，早稲田商学302号，16．，P．188，Fig．23参照）の鈎にかげた繊維を少し

ずつ繰り出して後退しながら縄をなっている。床上には材料の麻束がころがっ

ている。壁面には出来上った縄が吊り下げてある。

　15射、給仕長

　1539年1月26日，給仕長（執事）のMerten　PeBler死す。3年間を兄弟館

に過す。313番目の兄弟。（1539年の作画）。

　給仕長は兄弟館の制服の上，マソト状の毛皮で肩の部分を深く覆い，そLて

2幅ほどの毛皮の飾りを正面に長く垂れている。つぱ広のピレッタ帽を被り，

バソドには鍵の束を下げている。そして物置小屋と豪撃な飾りのついた切妻型

の屋根及びゴチック式の飾りの足台を持った大きな，ガヅシリLた戸棚の間に

立っている。戸棚の正面は観音開きの扉である。右手に持った大きな鍵で片側

だけを開いたので，四区劃に仕切られた各棚に，積み重ねられているパンの

塊を昆ることが出来る。小屋の前には蓋付の大きたスズ製容器が置かれてい

る。

　背後に見える母屋の壁には，鉄製十字格子を入れた丸窓がある。

　160．短剣作り

1539年3月2日，短剣作りのHainrich　Werrer死す。5年間に亘り兄弟館

の一員であっれ314番目の兄弟。（1539年の作画）。

短剣作りが作業台でどんな仕事をLているのか余り明瞭に描かれていない。
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どうやら，短剣の柄にヤスリを掛けているらしい。この図の万力はねじ式のも

のではなさそうだ。壁には山高の黒い帽子が掛けてあり，作業中の彼の頭には

縁のない青いキャヅプが載っている。

　160v、革帯作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fi9’158

　1539年9月28日，革帯作りのHanns　Pachman死す。6ヶ月聞を兄弟館に

遇す。315番目の兄弟。（1539年の作画）。

　革帯作りはポンチ受けの穴があけてある特種な金敷の傍に・座Lている。そし

て今バソドに鳩目穴をあげる為に，穴あげ用器のポンチを当てて金具で叩こう

としている。仕事部屋の壁や陳列窓には，種々な色に染められた製品が並べら

れたり吊り下げられたりしてある。

　職人は明るいすみれ色のキャップできちんと頭をしめているが，このような

薄い亜麻布製のぴったりした頭巾を男性がかぶり始めてくるのは，13世紀以降

　Fi9，158．革帯作り
（Amb．317，2o，Bd－I，160v。）
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のことである。この頭巾は単独にか或いは帽子の下に使用した。壁には同色の

山高，鍔広帽予がかかっている。

　161．袋物・財布作り

　1540年6月15目，袋物・財布作りのJorg　Schteiner死す。19年間を兄弟館

に過す。317番目の兄弟。（1540年の作画）。

　財布作りは優雅な革財布を縫い上げるのに没頭している。大きな財布の表に

小さい財布がいくつも縫いつけてあるのは，硬貨の大きさ，種類によって種々

に入れ別けておく為のものである。亦財布には，締め口が金枠（ガマロ）にな

っているものと，紐を巻いて括るものとがある。

　仕事机の上にはナイフ，ぱね鋏，糸玉といった道具と材料の革が見られ飢

袋物・財布作りは亦財布の枠金も作る。118v．（早稲田商学312号，P．124，Fig・

118）参照回

　16亙　帽子屋

　1541年1月10日，帽子屋のFritz　Schmidt死す。4年間兄弟館に起居し

た。318番目の兄弟。（1541年の作画）。

　木枠に三段の桟を取りつげた帽子掛げが，石積みの壁に掛げてある。掛げて

ある帽子は現今（1541年の事か？）流行のものぱかりであ札縁が丸く上に反

っている帽子，山の低い帽子，前庇のある帽子，厚いフェルト製（剛毛製）の

もの，毛皮製のものと穫々である。

　フェルト帽子は13世紀末頃から，先づ上流杜会の人々の聞に着用された。そ

してユ5世紀に入ると，今度は広く一般の人々の中に拡がり始め，犬流行するに

至ったのである。しかL，下級の労働老達も被るようになったのは，15世紀末

からユ6世紀に入ろうとする頃からであった。

　帽子屋の歴史に関しては下記文献参照

　J，G．K紬nitz，0eko皿omische　Encyklop紀ie，TL27，Berlin1783，S．43－

196　（〕liut）．
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　Der　Filzhut，se玉ne　Geschichite　und　seine　Herstellung，Berlin1936，

　162．パン屋

　1541年5月4日，昔パン屋の職人であったKom　Hans死す。14年問兄弟

館の一員であった。319番目の兄弟。（1541年の作画）。

　124、（早稲田商学312号，P．132）の模写である。

　16加．肉屋

　1541年3月20日，かつて肉屋であったSixt　Klaubenbusch死す。約3週

間を兄弟館に過す。320番目の兄弟。（1541年の作画）。

　147．（本稿，P．235）の模写である。

　163．庭師

　1541年11月3日，庭師のJacob　Meir死す。4年閻兄弟館に過す。32ユ番目

の兄弟。（1541年の作画）。

　広いつぱの山高帽子の庭師が樹園を鍬で耕している。周囲には柳の枝で編ん

だ垣が囲らしてある。

　163v．指物師

1542年3月21日，指物師のPau1us　Weydman死す。3年間を兄弟館に遇

す。322番目の兄弟。（1542年の作画）。

　作業台の側で指物師は鉋で板を削っている。板の上辺は作業台に打ちつげて

ある木鐘で留めてある。木錘は作業台上に置いてある木槌でその都度叩いて，

出したりひっこめたりされる。彼の前には，飾り金具のついた，ゴチック式の

彫りのある足台のついた長持と，書写用斜面机がある。机には書籍入れの小問

があり，丸弓形に切り込まれた台座がついている。石積の壁には二柄のおさ鋸

が掛げてある。

　164．毛皮衣料製造者

　1543年6月19日，毛皮衣料製造人のJOrg　Olh0丘em死す。6年間を兄弟

館に過Lた。325番目の兄弟。（1543年の作画）。
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　職人は今，針を持って大きな革の縁かがりをしているようだ。仕事机にはぱ

ね鋏，糸玉，真録製の指貫きが置いてある。壁の桿には仕上がった2枚のリス

の毛皮の肩掛けが吊してある。この肩掛けは，縫い合せたリスの毛皮の縁を刈

り込童ず，まだらに縞模様を残し，粋な仕立てになっている。そして肩掛げの

両端には尻尾を房状にたらして飾っている。

　164v．平鍋作り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聰＆159

　15姐年1月11日，平鍋鍛冶のMiche1死す。6年間兄弟館に起居す。326番

目の兄弟。（15独年の作画）。

　職人が金敷の上に置いた柄付平鍋（7ライパソ）の底面を，打出し用の小槌

で叩き出Lている。フライパソは細長い形の強い鉄板か亦は厚いブリキ板を材

料にして作る。フライバソの柄は，その半分程の長さのところを手前に折り返

L，弓なりに反り上げられている。

　Fi9，159．平鍋作り
（Amb．317．γ，Bd．I，164帆）
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　仕事部屋は石積み，板張り天井で窓がいくつも大きく開かれてい乱隅にあ

るベソチには緑色陶製のつぽとヤスリ，ヤットコの工作道具が見える。床はタ

イル張りで，出来上ったフライパンが積み重ねられてい飢亦錫製蓋付水差も

置かれている。

　職人は兄弟館の長裾・長袖の識服の上に・すみれ色のカプチン頭巾をデフー

ブレに着用し，同色の粗毛製の山高帽子を被っている。制服の椥コにはしゃれ

たレースのひだ飾りカミ3重についている。

　165．ブドー酒店主　　　　　　　　　　　　　　　　　　刑g・160

　15姐年1月18日，He伍ner死す。327番目の兄弟。（15必年の作画）。

　（彼が兄弟館に過Lた年数及び姓の部分は欠除Lていて不明である。）

　脚の高い専用の聚台にブドー酒樽が据えてある。ブドー酒店の主人が，樽の

前板に取り付げてある真録製のコックをひねって，升にブドー酒を量り出して

Fi9，160．ブドー酒店主
（A㎜b，317．γ，Bd．I，165）
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いる。コックの下方，床上にはしたたり落ちる酒を受ける楕円形の平桶都置い

てあ孔この桶の中に小さなジョウゴを挿し入れた取手付きの壷が入ってい

る。主人は今この壷に酒を量り分けているのである。量り分げ用の，もっと大

きなジョウゴが樽の上に載せてある。

　赤いぴちっとした上衣，細かいひだのスカートを着げた金髪の少女が酒を買

いに来て，主人に硬貨を差L出してい私

　背後のスレート葺き屋根の家屋側壁から憧木のついた長い棒が突き出してい

私これは何であろうか？　この憧木は桶屋が便用するたが締用のハンマーに

似ている。このハンマーで酒屋は酒桶の前板に呑み日のコヅクを挿し込んだり，

はずしたり，亦木栓をあけたり閉ぢたりするのではないだろうか。そうであれ

ぱ，図のように憧木を棒につき立てて高く掲げるのは，酒を売る準傭が整った

ので員いに来てほしいという合図，営業中という看板なのではなかろうかと考

える。

　165v．パソ屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐g．161

　1545年8月3目，パン屋のHans死す。1年問を兄弟館に過す。328番目の

兄弟。（1545年の作画）。

　パソ屋は嫌瓦積みのバン焼き室の炉の前で，左側の壁に一箇所開いている窓

口に，長柄木製のバン焼きシャベルを差し出している。この窓口から隣室の者

が両手を出して，炉から今出したぱかりの，焼きたてのバソを受げ取っている。

　炉はパソ出し入れ口と，その側方の焚き口そして上方に3箇所の煙出し通風

孔を具えている。焚き1］及び通風孔には左右に押し開く引き戸がついている。

バン出し入れ口は職人の肩程の高さに位置している。

　床上には薪がきちんと積み重ねてある。亦左隅には犬きたスズ製蓋付水差L

とガラスのコップを置いたベソチがある。室が熱いので水を飲まずにはいられ

ないのであろう。ベンチのうLろの壁には隣室へ通ずる飾り金具のついた扉が

見える。
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　　Fig．161．パソ屋
（Amb．317．2o，Bd．I，165v。）

　166、なめし皮屋

　1545年8月10目，なめし皮屋のFritz　Dietz死す。5年間を兄弟館に遇す。

329番目の兄弟。（1545年の作画）竈

　種々の次めされた皮が重ねて並べられている机に向って，なめし皮屋は仕上

げ用ナイフで皮をきれいに調えている。机の端に柄のついた丸盆が置いてあ

る。切り調えた層皮を入れる為のものだろうか？

　天井の桿には，なめし終っただげでまだ調えてない頭や尻尾のついた皮が下

げられている。

　職人は兄弟館の制服の袖1］を折り返して着て，その上にカプチソ頭巾をデフ

ーブレにし，せまい縁の山高粗毛製の帽子を被っている。

166v．オニナベナ製毛羽立て道具作り 聰g．162

　　　　70I
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Fi9・162・オニナベナ製毛羽立て道具作り

　　（Amb，317．2o，Bd．I，166w）

　1545年12月19日，毛羽立て遣具作りのJacOb死す。14年間を兄弟館に過す。

330番目の兄弟。（1545年の作画）。

　職人は兄弟館の長衣制服にカプチン頭巾をデフーブレに着げ，柔らかそうな

フェルト帽の広いつぱを下向にそらせて被ってい孔そLて脚が弩曲したX字

形をLている作業机に向って，毛羽立て道具を組み立てている。

　織り上げられたぱかりの毛織物の表面は凸凹が甚だしく，ごわごわしていて

到底商昂にはな．り得ない状態である。そこで先づ，くしゃくしゃにからまり合

っている毛を起毛L（早稲田商学302号，6v。，P．181，Fig．14参照），次いで刈

り上げる作業・（早稲田商学309号，8虹，P．275；90Y、，P．284，Fig．93参照）

を何度も繰り返し行い，表面を調え，滑らかな光沢のある織物に仕上げるので

ある。この時，起毛用に使用する道具が毛羽立て用道具なのである。

　図にはその遣具の製作遇程を三段階に分けて描写している。先づオニナベナ
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（ラシャ掻き草）若しくはアザミの穂先の都分と，軽い木で組立てた二重十字

枠を用意する。次いでこの枠にオニナベナを密に並べ，オニナベナを挾みつげ

るようにして2本の横桟を重ね合せる。そLて紐を十文李にしっかり縛りつげ

て出来上るのである。

　石積みの仕事部屋に犬きく開いている半円形の窓からは，青々と茂る大木や

青く霞む山並みが望まれる。

　167．短剣作り

　1549年3月24日，短剣作りのHans　Schrδtter死す。15年間を兄弟館に遇

す。339番目の兄弟。（1549年の作画）。

　短剣収納の立派な金具とがっしりLた錠前の扉をつけた戸棚カミ見える。扉は

半開きになっているので中の様子が分る。3段に仕切られた棚には東ねられ包

装された製品の短剣が置かれている。図の右下半分が欠落しているので，これ

以外は不明である。

　167マ．パン屋

　1549年7月3日，パン屋のHans　Feierabent死す。兄弟館には6週間を過

した。340番目の兄弟。（1549年の作画）。

　この図は左下半分が欠除している。165w（本稿皿256）と同様の図で，パ

ン焼き一炉の出し入れ口の一部とその上にある引き戸つきの通風孔が分るのみで

ある。

3．　あとがき

　rメソデル家12人兄弟館の書」，第一巻の終了に伴い，この巻についての術

語対訳語表，索引等について掲載する予定でいたが，都合により後日の機会を

待つことにした。

　浅学非才の為め，不適切な箇所が多々あることを危慎するものである。犬方

の方々の御叱正，御教示を頂けるならぱ幸甚の至りと存ずる次第である。
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　尚，rメンデル家12人兄弟館の書」の第二巻，520葉，第三巻13葉，及びrラ

ンダウア家12人兄弟館の書」，第一巻，301葉，第二巻，150葉についても，今

後一層の研究・調査を続行L，掲載してゆく所存である。　　（1985．8．21）

　解謝こ際して参照Lた参考文献は，一々挙げることを避けて，一括して記載すること

にLた。
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